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□会員（正会員・事業所会員）　　　□ JMA法人会員　　　□一般　
□内にレ印でチェックをお入れください

（注）太線の枠内をご記入ください 請求書と受付票は、派遣窓口担当者様あてに送付いたします。それ以外をご希望の場合は備考欄にご記入ください。

〒　　　－　　　　

TEL（　　　　　　）　　　　　　－　　　　　 FAX（　　　　　）　　　　　　－　　　　　
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事業場名

所属
役職名
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ふりがな

派遣窓口
担当者名

E-mai l

※上記参加料にてご確認ください

@ 円（税込み） ×

合計 円（税込み）

名

■個人情報に関する取り扱いについて
　ご記入いただいた個人情報は、当大会の運営・管理・資料送付、出欠の確認等に利用いた
します。また、後日、当会より事業・サービス・セミナー等のご案内を送付させていただく
場合がございます。
　当会は、ご提供いただいた個人情報を当会のプライバシーポリシーに則って安全対策を施
し適切に管理いたします。当会のプライバシーポリシー、個人情報の開示・訂正・削除等の
詳細につきましては、当会ホームページ（http://www.jipm.or.jp/）をご覧ください。

・天変地変や伝染病の流行、研修会場・輸送等のサービスの停止、官公庁
　の指示等の、当会が管理できない事由による発表会の内容変更・中止の
　ために生じたお客様の損害については、当会ではその責任を負いかねます
・録音・録画に使用する機材の持込みをお断りいたします

●内容についてのお問い合わせは、中部事務所までお願いいたします
●会員ご入会の有無につきましては、下記HPにてご確認ください
　http://www.jipm.or.jp/memberlist/
　　公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会HP
　https://www3.jma.or.jp/jma-member/list_new/n_member_list.php
　　一般社団法人 日本能率協会HP

公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会 中部事務所

TEL：052-561-5634
Mail：jipmchuubu@jipm.or.jp

※早期割引申込み分のキャンセルは、致しかねます
※上記参加料にはテキスト代・昼食代が含まれています

早期割引料金
〈10月30日（火）まで　※キャンセル不可〉

通常料金
〈10月31日（水）～当日  ※キャンセル可（下記規定）〉

会員（正会員・事業所会員）
JMA法人会員

会員（正会員・事業所会員）
JMA法人会員

一般価格

一般価格

14,040円 (税込み)
（本体価格13,000円  消費税1,040円）

16,200円 (税込み)
（本体価格15,000円  消費税1,200円）

19,440円 (税込み)
（本体価格18,000円  消費税1,440円）

21,600円 (税込み)
（本体価格20,000円  消費税1,600円）

参加申込み規定

参加料

お問い合わせ先

・下記申込み書に必要事項を記入のうえ、ファクシミリにてご送付くださ
い。電話での申込みは受け付けておりません

・開催直前に申込みの方には、受付票をお送りできないことがあります。
その場合は申込み時に電話で確認のうえ、ご来場ください

・開催の約2週間前より、派遣窓口担当者様あてに受付票・会場案内と請
求書を送付します。請求書が届き次第、当会指定の銀行口座にお振り込
みください。なお、振込み手数料は貴社にてご負担ください。また、お
支払いは原則として開催後1ヶ月以内にお願いいたします

参加申込み方法

ご注意・お願い

・参加予定の方が当日参加できない場合は代理の方がご参加ください。
　代理の方の参加も不可能な場合は、下記の規定によりキャンセル料を申
　し受けます（キャンセルはファクシミリでのみ申し受けます）
・開催当日および前日の参加取消し･･･参加料全額
  （参加料入金済の場合、返金いたしません）
・開催の２日前～７日前の参加取消し･･･参加料の30％
  （参加料入金済の場合、70％を返金いたします）
＊いずれも土日曜・祝祭日を含みません

キャンセル規定

会員以外の方は、この機会にぜひ当会へのご入会をご検討ください

備考欄

＠

優秀改善事例 全国大会 2018 開催日：2018年11月13日（火）

●申込みの確認は、TEL 048-470-3710までお願いいたします
株式会社アイ・イーシー 通信教育・セミナー受付センター

FAX：048-470-2702
※当会ではセミナー・イベントの申込手続きに関する業務を株式会社アイ・イーシーへ
　委託しております

お申込み先

お申込みはファクシミリで！  048-470-2702 MA-1018設備管理・生産・生産技術・教育・人事・労務部門に回覧をお願いします

知恵と技術と発想の宝庫!! 企業が挑んだ選りすぐり活動事例を紹介します

設備部門、生産部門、生産技術部門、
教育部門 等

会 場

参加
対象

参加費

名古屋国際会議場
（受付：1号館4階レセプションホール）

会員 14,040円 一般19,440円
★早期割引金額（10月30日（火）まで）

活動事例発表会2018の
優秀な事例が

名古屋に集結!!

優秀改善
事例
優秀改善
事例
優秀改善
事例全国大会

2018
全国大会

11月13日火
9:50－16：40（受付 9：20～）9:50－16：40（受付 9：20～）9:50－16：40（受付 9：20～）950 16 40

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会では、
1973年より毎年6月を「全国設備管理強調月間」
として、設備管理意識の啓発・高揚に努めており
ます。本大会は、この活動の一環として開催して
おります全国7地区８会場の活動事例発表会に
おいて「優秀改善賞」を受賞された事例の発表を
一堂に会し開催いたします
全国の優秀な活動事例が聴講できるこの機会に
みなさまにご参加いただき、貴社の「モノづくりの
強化と活性化」にお役立ていただければ幸いです

東北・北海道

東京

北陸

関西

中部

西日本
中国・四国

全国
29事例
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優秀改善事例全国大会2018 11月13日（火）　受付 9：20 ～ 　1 号館 4階 レセプションホール前

時間 A会場（1号館4階：レセプションホール） B会場（2号館３階：234） C会場（2号館２階：224）
09：50 開催あいさつ
10：00

～

10：20

A-1
中部
地区
運転製造
部門

ＩＣ組付工程における良品条件の確立

アイシン精機株式会社　半田電子工場
製造グループ センサ２課 工長、電子生技部 センサ生準第 1チーム
中根　隆弘、竹下　哲平

B-1
西日本
地区
工務・保全
部門

発生メカニズム解析による故障撲滅

マツダ株式会社　防府工場
第４車両製造部 車両工務技術グループ 工務係
尼﨑　宗一郎

C-1
関西
地区
運転・製造
部門

ボトル搬送コンベア 排斥ミスのゼロ化

サントリープロダクツ株式会社　高砂工場
包装Aライン 課長補佐
宮本　和典

自動車用ABSセンサ生産ラインにおけるIC組付工程で慢性的な頻発停止(位置ズレ)･組付不良
(溶接不良)が発生していた｡治具を含めたPM分析･加工点解析を行い良品条件管理ができる
ようになったことにより0化できた事例を紹介する。

自動車の製造に必要なシート搬送設備のストッパーシリンダーが錆びつき固着｡弊社主力車種の
量産開始を目前に､生産停止ロスの再発防止は必須であった｡「故障発生メカニズムの解析･撲滅」
を目標に掲げ､仮説･検証･実験を繰り返し､原因を追究｡故障ゼロを達成した事例を発表する。

頻発していたペットボトル製品の排斥ミスを、三現主義に基づく発生メカニズムの解明、W５イ
メージ分析による様々な要因の抽出、小集団活動による一つ一つの確実な改善の積み重ねにより
ゼロ化を達成し、設備総合効率の向上に大きく貢献した事例を紹介する。

10：30

～

10：50

A-2
東京
地区
運転・製造
部門

「ペットボトル最終リンス工程」
洗浄水噴射異常の0化
サントリープロダクツ株式会社　天然水南アルプス白州工場
DE製造ライン中味・充填グループ
小瀬村　理己

B-2
中部
地区
工務・保全
部門

モニタリングの活用で、
予防保全ＣＢＭ化の推進
愛三工業株式会社　安城工場
工場管理部 製造技術課 保全２係
坂田　彬

C-2
東北・北海道
地区
（東北開催）

運転・製造
部門

セキスイハイム「ドマーニ」（三角屋根付き商品）
屋根組立の安全・生産性の両立改善
東北セキスイハイム工業株式会社
製造部 製造 2課 第 6G 12 班
吉田　甲子朗

ミネラルウォーターのペットボトル製造ラインにおいて、容器洗浄を行うファイナルリンサで
ノズル噴射異常によるライン停止が発生していた。設備の機能構造に着目し改善を進めることで
異常0化を達成できた事例を発表する。

工場のIT化を推進､工場内ネットワークの構築を行い､設備の状態監視(モニタリング)から適切
な予防保全時期を明確にし､実施していく活動を報告する。

対象商品は15/下(BM)で17/上には約2倍の増産計画が出された｡その対応として､屋根組立工程の生産性向上
を図ると同時に､高所作業･墜転落リスクの安全面の改善を目標に､屋根組立を従来の定置式1ヵ所生産を2分
割生産方式に変更｡それにより組立生産性2倍､高所作業(安全帯着用作業)ゼロを達成した事例を発表する。

11：00

～

11：20

A-3
北陸
地区
運転・製造
部門

部品自動組立機
止まらない設備への挑戦
ＹＫＫ ＡＰ株式会社　生産本部 黒部越湖製造所
機能部品製造課 機能部品ライン
山口　敦、　佐藤　大祐

B-3
中部
地区
工務・保全
部門

主軸定位置割出し位置測定時の
ウェイト状態作業の廃止
～全社No1の安全職場を目指して～
株式会社豊田自動織機　エンジン事業部東知多工場
製造第二部 ＰＭ室 機械保全課
福井　清

C-3
東京
地区
工務・保全
部門

Ｌライン洗浄機 危険リスク撲滅への取り組み
～洗浄機のあるべき姿～
株式会社ＳＵＢＡＲＵ　製造本部 群馬製作所
第１製造部 第 1保全課 第 1プレス保全係
陣内　佑剛

窓部品組立の自動化に伴い､作業者の担当設備台数が年々増加していくなかで､作業負荷軽減が
求められている｡そこで｢連続無人運転時間増加｣を目標に作業負荷軽減と設備稼働率向上を目
指した事例を紹介する。

全社No.1の安全な工場を目指し活動。NC設備が増加する中､定期点検作業で行う主軸定位置割
出し測定時のウェイト状態での保全作業を改善し廃止する事が出来た｡また､既存の測定機では
なく自分達で考えた測定機を製作し保全技術力向上にも繋がった事例を紹介する。

昨年洗浄機内より白煙があがる小火が発生した。2度と発生させないとサークル員全員で誓い合
い、拘ってリスク“ゼロ”に取り組んで来た。その中でも大きな要因の1つである静電気への対策
にて失敗、成功を繰り返し、何とか静電気を”ゼロ”とする事が出来た活動を発表する。

11：30

～

11：50

A-4
中国・四国
地区
運転・製造
部門

刻印読み取りNGゼロ化
～鐵人たちのあくなき挑戦～
マツダ株式会社　本社工場
第 3パワートレイン製造部 第 2素材課 第 1鋳造係 班長
草野　洸太郎

B-4
東京
地区
工務・保全
部門

加工１Ｇの「人生産性改善」

山梨積水株式会社
技術開発部
沖　千曲

C-4
中部
地区
工務・保全
部門

排水処理場 汚泥脱水機コンベア
故障ゼロへの挑戦
トヨタ車体株式会社　富士松工場
工務部 動力課 一般
山田　涼平

私たちのサークルでは、JPH向上のために、製品に印字される刻印の読み取りNGゼロ化を目指
し活動。鐵人3つの心(誠実・使命感・精神力)を持った私たちの挑戦を是非お聞きください。  
※「JPH」：Job・Per・Hourの略で、時間ごとの生産台数のこと。

私達の職場は障がい者､高齢者を含む多様なメンバー構成である｡上位方針である人生産性を1.5
倍に向上させるため､誰でも簡単に取り扱うことのできる生産設備を発案･導入し､属人的な作
業から､バラつきの少ない高効率な作業に変えることで､目標達成した活動事例を発表する。

排水処理場汚泥脱水機のコンベアローラーが寿命より早く故障し脱水機の稼働率を下げていた。
発生原因のメカニズムを追及し、故障の真因を突き止め、故障ゼロへ拘り、若手を中心に改善に
取り組み、団結力と達成感からサークルの成長へ繋げた事例を紹介する。

12：00

～

12：20

A-5
西日本
地区
運転・製造
部門

溶湯品質向上活動

アイシン九州キャスティング株式会社
製造部 鋳造 T  溶解・改善係 工長
米田　桂佑

B-5
関西
地区
運転・製造
部門

充填エリア容器搬送工程
トラブルゼロ化
サントリープロダクツ株式会社　宇治川工場
包装 Bグループ シフトリーダー
宮崎　満善

C-5
中部
地区
工務・保全
部門

老朽化設備劣化対応 診断、無線、
IoTで繋げた故障低減活動
～設備センシング手の内化への挑戦～
株式会社デンソー　幸田製作所　
エレクトロニクス製造部 製造技術室 保全課 班長
加藤　修

当社では自動車エンジン部品のなかでアルミ製品の鋳造から加工・組付を行っている。今回、
アルミ製品の元になる溶湯に着目し、どの工場でも着手していない良品条件の新たな考察と検証
トライ結果の活動を報告する。

飲料水をPETボトルに充填、密封するまでの工程において様々な箇所でPETボトルの搬送トラブ
ルが発生していた。各サークル同士が連携し発生個所の一つである搬送工程のトラブルをゼロ化
した事例を紹介する。

老朽化設備劣化対応にIoTを導入､事後保全から予防保全へ移行｡品質維持に重要な計測器を常
時監視する仕組を構築｡蓄積データを集計し傾向管理を図り､重要工程での生産性向上に寄与｡
大量不良防止･予知へ繋げ全社保全部署にも内覧会を通じて紹介出来た事例を紹介。

12：20
13：10 昼食（お弁当を配布します）

13：10

～

13：30

A-6
東北・北海道
地区

（北海道開催）

工務・保全
部門

コンプレッサー最適化運転への挑戦

トヨタ自動車北海道株式会社
第 2設備課 第 1作業係 グループリーダー
木戸　達也

B-6
中部
地区
工務・保全
部門

塗装ＣＣＶの整備方法見直しによる
自工程完結
株式会社東海理化　本社工場
大口部品生産部 保全課 班長
前田　千徳

C-6
東京
地区
運転・製造
部門

耐火VPパイプ金型段取作業時間の削減

東日本積水工業株式会社　羽生事業所
パイプ製造部 パイプ成形課
久保　和己

私たちが運転管理をしている生産用中圧コンプレッサーは、弊社電力の17％を占める大型設備
だ。今回は、保全部署としてムダなく、安定的に生産現場へエネルギーを供給するために活動し
た省エネ改善活動の事例を発表する。

塗装工程で使用している塗料色替えバルブ(CCV)の定量整備は､作業のやり難さから整備に時間
が掛かっていた｡又､整備不良により再整備も発生させていた｡整備時間短縮､整備不良ゼロを目
標とし､整備方法見直して自工程完結に取組んだ事例を紹介する。

耐火VPパイプは当社の成長製品であり計画では現在の生産能力で対応できない状態になることが
予想された｡そこで稼働中の停止ロスが多い金型段取作業に着目し改善を行った｡その中でもカン･
コツの定量化や新たな研磨方法を見出し､人の成長や能力向上を図ることができた事例を発表する。

13：40

～

14：00

A-7
東京
地区
工務・保全
部門

～保全活動レベルアップ！！～
設備故障によるライン停止ゼロへの挑戦
セキスイハイム工業株式会社　東京事業所
技術部 生産技術課
林　原也

B-7
関西
地区
運転・製造
部門

ベーパー汚れロスの削減

サンディック株式会社　三重工場
シート製造課
川村　慎也

C-7
中部
地区
運転・製造
部門

絶対に取り付け不良を出さない
戦いがここにある
ヤマハ発動機株式会社　本社工場
磐田第１製造部 生産２課 第３工区
平井　祐紀

設備故障によるライン停止をなくすべく、設備保全課と製造部で協力し『自主保全のレベル
アップ』『改良保全のレベルアップ』に取り組み、今まで1度も成し遂げたことのない「設備故障
によるライン停止」0の月を作ることに成功した。地道に活動したその内容を発表する。

食品包装容器に使用されるポリスチレンシートを生産している｡生産時に材料起因による揮発分
(ベーパー )がシート表面に付着する事でロスとなり現場は大変困っていた｡このベーパー汚れロス
の発生原因究明と対策についてサークルメンバー全員で検討し改善した事例を紹介する。

カム加工熱前工程のHMC工程にて慢性的にﾜｰｸ取り付け不良が発生｡毎年熱前工程の不良内容別
でワースト1位になっていた｡カン･コツ･ケイケン作業の曖昧作業を撤廃し誰が取り付けても
不良が発生しないようスタッフ関係者･作業者(現場の声)を巻き込んで全員で活動した事例を紹
介する。

14：10

～

14：30

A-8
東北・北海道
地区
（東北開催）

工務・保全
部門

みんなの力を総結集！
～工水安定供給への道～
トヨタ自動車東日本株式会社　宮城大衡工場
工務部 設備課 建屋原動力係
加藤　智裕

B-8
中部
地区
運転・製造
部門

ハウジング素材供給機チョコ停撲滅
～頻発停止0への挑戦～
ボルグワーナー・モールスシステムズ・ジャパン株式会社　青山工場
青山製造部 VCT 製造課 VCT 加工係
椋田　幸樹

C-8
北陸
地区
運転・製造
部門

独自の劣化監視装置を駆使し、
シャーリングマシンの慢性故障を撲滅
コマニー株式会社
製造統括本部 生産技術部 生産技術二課
山岸　奨弥

原動力設備管理の中で課題となっていた工業用水供給水質の安定化の改善で､品質向上､原価低減､環境負
荷低減に寄与｡活動はメンバー全員でやり切ることを第一に､内だけでなく外に目を向ける広い視野で改善
を進め､トライ&エラーを重ね皆が知恵を出し合う協調性､前に進む精神を改めて学んだ事例を発表する。

自動車エンジン部品の加工ラインにおいて､製造オペレーターが立ち上げ以降の困り事であった
加工ライン初工程で発生する問題解決の事例｡若手をテーマリーダーにおき､数多くの要因の中
から問題を見える化､試行錯誤を繰り返しながら､頻発停止0を目指した改善事例を紹介する。

重要度が高い24時間稼働の板金加工ラインにおいて､過去からの慢性故障であったシャーリン
グマシンでのワーククラッシュを撲滅させることができた｡また､保全メンバーの技術を結集し、
AI技術を盛り込んだ劣化監視装置を完成させ､予防保全化を実現した事例を紹介する。

14：40

～

15：00

A-9
関西
地区
工務・保全
部門

ＩCＴを活用した設備保全の高度化

東レ株式会社　滋賀事業場
工務部 工務保全課 電情材グループ 液材チーム部
武下　和宏

B-9
中国・四国
地区
運転・製造
部門

真空採血管生産ラインSAP2の
未打栓不良ゼロ化への挑戦
徳山積水工業株式会社
メディカル製造部 メディカル製造課
岡村　翔

C-9
中部
地区
運転・製造
部門

アクションカメラを活用した加工点研究
～安全最優先の設備仕様における加工点の見える化～
アイシン・エィ・ダブリュ株式会社　岡崎工場
製造部 Ｔ加工グループ 工長
山田　鉄也

液晶材生産は16年度想定量を大幅に超える顧客要求量となり本要求量を達成するために稼働率向上が急務と
なった｡そこで生産､工務が一体となり､ICT活用による工程改善､傾向管理､予兆管理徹底｡更に設備停機を
極限まで抑えた効率的メンテナンスを実行することで過去最高の稼働率･生産量を達成した事例を紹介する。

増加する品種と販売量に対応するために重要な採血管生産ﾗｲﾝ｢SAP2｣で､ISO7管と呼ばれる管種
は慢性的に未打栓不良が発生｡長年､管とゴム栓の設計起因で発生するものと諦めていたが､今
回この課題に果敢に取組み､該不良のゼロ化に至った事例について発表する。

Rrキャリア工程のロス解析をする上で、課題であった安全最優先の設備仕様における加工点の見え
る化をアクションカメラを用いて実現し、加工点解析から良品条件を見つけ設備総合効率向上に繋
げた事例を紹介する。

15：10

～

15：30

A-10
中部
地区
運転・製造
部門

Ｍ７ＴＲライン設備総合効率向上活動
～女性の元気は職場の元気～
株式会社デンソー　高棚製作所
コネクティッド &コックピット製造部 2 工場 生産 4課 センダ係 2 班
柘植　泰

B-10
東京
地区
工務・保全
部門

故障 “ゼロ” へのチャレンジ
～稼働モニタリングで診えた！

msec不具合からの克復～
ボッシュ株式会社　パワートレインソリューション事業部 製造部門
工機保全部 東松山工場保全G
菊地　智寛

従来からの三位一体活動は継続させ、女性OPのやり難い作業による作業時間のバラツキに着目。
女性OPを巻き込んだ活動により女性の元気は職場の元気をモットーに徹底したロス分析を実施。
目標の設備総合効率85%を達成させた事例を紹介する。

私達は専門保全部門として予知･予防保全を主に活動を展開し設備総合効率維持向上に努めてきた。
今回は更なる故障分析を進めるため、取り入れた保全ツールの稼働モニタリング機器(安価･かんた
ん取り付け/解析)を使ってmsec不具合からの克復させた事例を発表する。

15：30
15：45 大会特別賞　投票（～15：45 投票締切　[投票場所：1号館4階レセプションホール前]）

15：45

～

16：40

◆講演15：45～16：25（1号館4階レセプションホール）

 国際宇宙ステーション(ISS)と日本の技術
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構　原田　力氏

◆表彰式16：30～16：40

「大会特別賞」発表・表彰
みなさんの投票により、表彰事例を決定します!!

※内容は変更になることがあります。
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